
N
o.138　
N
o.138　

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

令
和
５
年
４
月
25
日
発
行

令
和
５
年
４
月
25
日
発
行

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
りお
か
が
き

お
か
が
き

２２
～
５
～
５
ペ
ー
ジ
	

令
和
５
年
度
　
一
般
会
計
予
算
を
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
	

令
和
５
年
度
　
一
般
会
計
予
算
を
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク

10
～
11
ペ
ー
ジ
	
町
政
を
問
う

10
～
11
ペ
ー
ジ
	
町
政
を
問
う

12
ペ
ー
ジ
	

ち
い
き
の
ち
か
ら
　
岡
垣
町
お
も
ち
ゃ
図
書
館
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

12
ペ
ー
ジ
	

ち
い
き
の
ち
か
ら
　
岡
垣
町
お
も
ち
ゃ
図
書
館
た
ん
ぽ
ぽ
の
会



①議会が注目する町長の施政方針

　●持続可能な地域コミュニティへの取組

　●子育て応援

　●ブランディング PR・おかがき応援寄附金

　町長の施政方針の中で、活発な質疑が出たもの
３つを紹介します

②子育て応援パッケージ
　１億788万円（新規事業）

　令和５年度から、子育て支援にさら
に力を入れます。妊婦期・出産・産後
期から幼児期、学齢期まで９つの新規
事業に取り組みます

子育て世帯が増えるといいね！

③自転車ネットワーク
　計画策定業務　965万円

　自転車が安全に通行できるように、
自転車専用通行帯の設置を検討します

４月からヘルメット着用が努力義務になったね

今年の目玉 予算　議会がチェックチェック

教育長が初めての定例会

「子どもたちが満足して下校、
喜んで登校」できるよう教育
の推進に取り組んでいくとの
答弁がありました

古賀弘明 教育長

2定例会　概要



一般会計 118億 100万円

特
別
会
計

国民健康保険 32億 742万円

後期高齢者医療 ６億4795万円

公
営
企
業
会
計

水道事業 ５億6271万円

下水道事業 ８億9025万円

④プレミアム商品券補助金
� 2070 万円

　プレミアム商品券の販売とスマート
フォンなどで支払いができるキャッシュ
レスの商品券を販売します

今年度はキャッシュレスの商品券が販売されるよ！
⑤有害鳥獣対策費
� 1910 万円

野生動物緩衝林整備事業　1661 万円
有害鳥獣駆除事業委託料　155 万円
鳥獣加工処理施設運営費負担金　70 万円
イノシシ被害防止対策事業補助金　14 万円
有害鳥獣広域捕獲対策補助金　7 万円
狩猟免許取得補助金　3 万円

　イノシシなどの有害鳥獣からの被害を
防ぐための予算です

有害鳥獣対策として、岡垣町がモデル地域に選ばれたよ！

今年の目玉 予算　議会がチェックチェック

←詳しくは
次のページ
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■持続可能な地域コミュニティへの取組
Q　�まちづくりには、地域コミュニティの活性化が

不可欠である。コミュニティの担い手不足によ
り地域の活力が低下しているが、今後はどう対
応するのか。

A　�持続可能なまちづくりのためには、自治区の活
動が不可欠と認識している。特効薬はないが自
治区などへ町から委託している事業の見直しを
進め、負担を軽減したい。

　令和４年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の感染防止策を講じつつ、住民の生活や社会活
動の歩みを止めないことを念頭に適切に対応していくとともに、「自然と共生する　しあわせ実感都
市　岡垣」の実現に向けて全力で取り組みます。

■子育て応援
Q　子育て応援についての町長の思いについて伺う。

A　�岡垣町に転入された方は小さな子どもを持つ家
族が多いため、子育て政策全体を一覧にして PR
することにした。国が打ち出す異次元の少子化
対策を見極めつつ、町として何ができるのかを
検討することが必要と考えている。

■ブランディングPR・応援寄附金
Q　�昨年、大東建託が行ったアンケート結果で、岡垣町は高評価

を受けた。どう受け止めているか。

A　�評価をいただいたことは、素直に喜びたい。しかし、色々な
評価も入り混じった中で、結果として総合点が上位だったと
受け止めている。

Q　�令和５年度予算で、ふるさと応援寄附金は５億円超が見込まれ
ており、収入に占める割合が５％近くまで上がってきた。将来に
わたって、この収入源をどこまで増やしていきたいと考えるか。

A　�まだ県下でも下位に位置しているので具体的にどこまで増やすか
という目標はないが、上位に入るための課題も見えてきた。また、
送料などの経費増加の負担軽減にも取り組んでいく必要がある。

※大東建託株式会社調べ
いい部屋ネット  街の住みここちランキング  2022

住み続けたい街
ランキング

第1位
（福岡県版）

住み続けたい街
ランキング

３第 位
（九州・沖縄版）

街の幸福度
ランキング

第２位
（福岡県版）

①まちづくりの基本３本柱

Q　�子育て応援パッケージは評価する。しかし、この中の１st 
バースデーギフト事業のように１歳を迎えたら一時金を
出すという考え方ではなく、子どもが成長する過程で保
護者の負担は増え、教育格差を生むといった課題もある。
今後は町として無料塾などに取り組めないのか。

A　�今回の子育て応援パッケージは、様々な議論を踏まえとりま
とめた。この事業は支援が手薄な１歳児のところをケアする
ため提案した。大きくは国・県において取り組むべきである。
国の異次元の子育て支援に期待しているが、それをどう町が
サポートできるかが今後のポイントと判断している。

②子育て応援パッケージ

矢矧川清掃後のサケ稚魚の放流 サンリーアイに新設された遊具

4定例会　概要



Q　�新規事業で予算が計上されているが、どのような内容な
のか。

A　�自転車の利用者が急増している。交通の安全性を高めるた
めに、自転車専用通行帯の設置を検討する。また、観光客
向けには、走行時に迷わないような対策を検討したい。

③自転車ネットワーク計画策定業務

Q　�プレミアム商品券の補助率や販売数はどうなっているか。

A　�補助率は 20% で、対象総額は２億円。うち１億 6000 万円
は商品券で発行し、残り 4000 万円分をキャッシュレスと
して扱う。

Q　�キャッシュレス導入の考え方はどうか。また、既存のキャッ
シュレス決済のものでやるのか、町独自の媒体を使うのか。
また販売はいつ頃を考えているか。

A　�デジタル化による効率化、非接触による感染防止等を考慮
し導入することとした。今後、商工会で事業者等の検討を
行うこととなるが、独自の媒体で実施する予定と聞いてい
る。10 月頃の販売となる予定である。

Q　�コロナ対策で人気だった「リフォーム商品券補助金」が令
和５年度は事業から外されている。これは住民にも事業者
にも喜ばれた内容であり、抽選に漏れた人も多く、ニーズ
が強い。何とか工夫して復活できないものか。

A　�商工会とも協議を行ったが、時期や事務量などの事情もあ
り、幅広く使用できるプレミアム商品券とキャッシュレス
商品券に取り組みたいとの意向であったことから、令和５
年度は実施しないこととした。議会で出された意見は商工
会にも伝えていく。

④プレミアム商品券補助金

Q　�イノシシ等有害鳥獣被害が著しく、農家の苦悩は続い
ている。有害鳥獣関連の補助金はそれほど多くない。
他町との共同、広域的な取組として予算を増やすこと
はしないのか。

A　�ここでの補助金は地域の農業組合長からの要請に応じ
た金額を主体とするが、林業関係の予算において、野生
動物緩衝林整備事業委託費を新規に予算計上している。
県に鳥獣害対策を強く要望していたところ、生息調査も
行われ、里山の見通しをよくすることで害が減ることが
立証されており、県下では岡垣町だけが対象となったも
のである。これまでの事業と緩衝林整備事業を組み合
わせることで鳥獣害を減らす取組とするものである。

⑤有害鳥獣対策
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議
案
等
号
数

内　　　容
＊文言は一部、議案の正式名称ではなく分かりやすく表記しています

採
決
日

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

結果

川
地
　
啓
輔

神
崎
　
宣
昭

平
山
　
正
法

安
里
　
雅
恵

太
田
　
　
強

木
原
　
大
輔

横
山
　
貴
子

市
津
　
広
海

曽
宮
　
良
壽

広
渡
　
輝
男

太
田
　
清
人

三
浦
　
　
進

議案１ 教育長を任命します（古賀氏） 1/19 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案２ 町の一般職員の給与を引き上げる条例改正です 1/19 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案３ 町の単純な労務に雇用される職員の給与を引き上げる

条例改正です 1/19 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案４ 町の任期付職員の給与を引き上げる条例改正です 1/19 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案５ 令和４年度　岡垣町一般会計補正予算（第８号） 1/19 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案６ 令和４年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 1/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案７ 令和４年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 1/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案８ 令和４年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第５号） 1/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案９ 令和４年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第３号） 1/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 10 教育委員会教育委員を任命します（田中氏） 3/1 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮問１ 人権擁護委員の推薦について意見を求めるものです（麻生氏） 3/1 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮問２ 人権擁護委員の推薦について意見を求めるものです（上松氏） 3/1 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮問３ 人権擁護委員の推薦について意見を求めるものです（更田氏） 3/1 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮問４ 人権擁護委員の推薦について意見を求めるものです（占部氏） 3/1 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 11 憩いの家を廃止する条例改正です 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 12 定年引上げ期間中も適正な人員配置を行うため、職員

の定数を引き上げる条例改正です 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 13 おかがき応援寄附金を利用して行う事業の見直しをす
るなどの条例改正です 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 14 国のこども家庭庁設置に伴う文言の整理や保育所等での
児童の安全計画策定などの規定を追加する条例改正です 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 15 重度障害者への医療費の支給に関して、障害者施設等
に入所した場合の特例を追加する条例改正です 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 16 法改正に伴い、国民健康保険加入者の出産育児一時金
の支給額を引き上げる条例改正です 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 17 町税などの督促手数料を廃止するための条例改正です 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 18 福岡県営住宅で同居する親族要件が見直されたことに

伴い、町営住宅でも同様に見直す条例改正です 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 19 個人情報保護関連の法律改正に伴い、規定が必要な事
項を定めた条例制定です 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 20
人口減少に対応するため、岡垣町が居住をすすめる区域
へ一定規模以上の開発等を行う事業者に対し、奨励金を
交付する条例制定です

3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 21 令和４年度　岡垣町一般会計補正予算（第９号） 3/2 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 22 令和４年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 3/2 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 23 令和４年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 3/2 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 24 令和４年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第６号） 3/2 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 25 令和４年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第４号） 3/2 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 26 令和５年度　岡垣町一般会計予算 3/17 賛成多数

可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 27 令和５年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計予算 3/17 賛成多数
可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 28 令和５年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計予算 3/17 賛成多数
可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 29 令和５年度　岡垣町水道事業会計予算 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 30 令和５年度　岡垣町下水道事業会計予算 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 31 町営海老津駅前第１駐車場の指定管理者を岡垣町シル

バー人材センターに指定します 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 32 吉木東１丁目の道路を町道認定します 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○
議案 33 令和４年度　岡垣町一般会計補正予算（第 10 号） 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議１ 個人情報保護関連の法律改正に伴い、新たに議会の個人

情報の保護に関する内容について定めた条例制定です 3/17 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は地方自治法の規定により議決には加わりません。

議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

7 賛成反対表（一覧表）



　

町
長
は
施
政
方
針
で
、
１
年
が

経
過
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

た
。
平
和
活
動
を
行
っ
て
い
る
町

と
し
て
の
役
割
と
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
も
岡
垣
町
か
ら

平
和
を
発
信
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
脱
炭
素
社
会
に
向
け

て
の
一
般
質
問
を
行
い
、
区
域
施

策
編
策
定
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た

こ
と
に
評
価
し
て
い
る
。

　

政
府
は
、
現
行
の
保
険
証
を
来

年
の
秋
に
廃
止
し
て
、
任
意
で
あ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所
持

を
事
実
上
強
制
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
個
人
情
報
漏
洩
の
懸
念
は
ぬ

ぐ
え
な
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
そ
も
そ

も
反
対
の
た
め
、
本
予
算
に
対
し

て
も
反
対
す
る
。

　

歳
入
・
歳
出
と
も
総
額
１
１
８
億
１

０
０
万
円
で
、
前
年
比
約
４
・
０
％
の

増
と
な
っ
た
。
歳
入
で
は
、
町
税
や

お
か
が
き
応
援
寄
附
金
も
増
え
て
い

る
。
一
方
歳
出
で
は
、
民
生
費
、
教
育

費
の
大
幅
増
が
目
立
ち
、
近
年
の
少

子
高
齢
化
対
策
は
、
全
国
の
市
町
村

で
今
や
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
長
は
、「
自
然
と
共
生
す
る　

し

あ
わ
せ
実
感
都
市　

岡
垣
」
つ
く
り

を
基
本
理
念
と
し
て
取
り
組
む
と
明

言
し
、
そ
の
た
め
の
予
算
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
。
特
に
、

子
育
て
に
つ
い
て
は
、
岡
垣
子
育
て

応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
重
点
的
に

予
算
組
み
を
行
い
、
将
来
の
岡
垣
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
中
で
も
１
ｓ

ｔ
バ
ー
ス
デ
イ
ギ
フ
ト
事
業
は
大
変

ユ
ニ
ー
ク
で
町
内
外
に
自
慢
で
き
る

事
業
と
言
え
、
賛
成
す
る
。

　

第
６
次
総
合
計
画
の
３
年
目
を

迎
え
「
し
あ
わ
せ
実
感
都
市　

岡

垣
」
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
定

住
人
口
の
増
加
な
ど
を
目
的
と
す

る
積
極
的
な
予
算
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
８
億

１
０
０
万
円
と
前
年
の
４
・
０
％
の

増
で
あ
る
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

民
生
費
の
子
育
て
支
援
す
る
経
費

等
の
拡
大
、
小
中
学
校
の
教
育
環

境
改
善
の
取
組
、
町
民
の
生
活
基

盤
と
な
る
道
路
等
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
・
補
修
に
向
け
た
予
算
の
増
額
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

国
・
県
の
支
援
制
度
を
活
用
し

地
域
福
祉
の
増
進
を
目
指
し
た
積

極
的
な
予
算
を
評
価
す
る
。
さ
ら

に
元
気
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、

生
活
基
盤
や
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
基
盤
の
強
化
策
を
求
め
て
賛

成
す
る
。

　

令
和
４
年
度
と
比
べ
て
約
４
億

５
千
万
円
増
の
約
１
１
８
億
１
０

０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

長
期
化
な
ど
で
町
も
電
気
代
・
物

価
の
高
騰
で
影
響
を
受
け
て
い
る

が
、
全
体
的
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
予
算
と
考
え
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
出
産
前
後
か
ら
中

学
卒
業
ま
で
を
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
実
施
す
る
の
は
大

変
評
価
で
き
、
新
し
い
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
戦
略
に
人
口
維
持
に
繋
げ
て

ほ
し
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
商
品
券
の

廃
止
は
残
念
だ
が
、
次
年
度
以
降

商
工
会
等
の
負
担
に
な
ら
な
い
復

活
を
と
付
け
加
え
て
賛
成
す
る
。

平ひ
ら
や
ま山

　
正ま

さ
の
り法

　
議
員

太お
お
た田

　
　
強つ

よ
し

　
議
員

広ひ
ろ
わ
た
り渡

　
輝て

る
お男

　
議
員

川か
わ
ち地

　
啓け

い
す
け輔

　
議
員

反 

対

賛 

成

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対

ユ
ニ
ー
ク
な
子
育
て
支
援
に
期
待

定
住
人
口
の
増
加
な
ど
を

目
的
と
す
る
予
算

リ
フ
ォ
ー
ム
商
品
券
の
復
活
を

望
ん
で
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継
続
す
べ
き
は
守
り
、
新
た
な

発
想
で
改
革
す
べ
き
は
改
革
を

し
、
ま
た
財
源
確
保
に
投
資
す
べ

き
は
投
資
を
す
る
。
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
予
算
編

成
に
な
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
。

　

厳
し
い
財
政
運
営
で
は
あ
る

が
、
町
の
魅
力
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
強
化
、
子
育
て
支
援
施
策

の
展
開
、
健
全
な
財
政
運
営
を
根

幹
と
し
て
、
住
民
が
し
あ
わ
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
、
住
み
よ
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

第
６
次
総
合
計
画
の
５
つ
の
基

本
目
標
に
沿
っ
て
掲
げ
た
施
策

が
、
確
実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
に

期
待
を
し
て
賛
成
す
る
。

　

全
般
的
に
予
算
総
額
が
じ
わ
じ

わ
と
増
加
し
て
い
る
の
が
気
に
な

る
が
、
主
な
要
因
と
な
る
老
朽
化

し
た
小
中
学
校
の
改
修
工
事
や
民

生
費
増
加
は
住
民
の
命
と
安
心
を

守
る
た
め
に
必
要
で
、
適
正
な
予

算
編
成
と
言
え
る
。

　

他
方
、
国
に
お
い
て
は
長
年
に

わ
た
る
異
次
元
の
金
融
政
策
の
悪

影
響
で
、
国
債
と
い
う
借
金
に
対

す
る
意
識
の
低
下
が
顕
著
で
あ

る
。
予
算
編
成
に
対
す
る
国
債
の

依
存
度
は
も
は
や
異
常
で
あ
り
、

財
政
規
律
の
タ
ガ
が
は
ず
れ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
岡
垣

町
に
お
い
て
は
、
改
め
て
税
金
１

円
の
重
み
を
常
に
念
頭
に
置
き
、

事
業
の
優
先
度
合
を
共
有
し
つ
つ

予
算
執
行
に
当
た
ら
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

　

男
女
共
同
参
画
講
座
に
託
児
委

託
料
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
子
育

て
中
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
用

意
さ
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
。
こ
の

小
さ
な
取
組
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
若
い
世
代
と
の
つ
な
が
り
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

次
に
、
空
き
家
対
策
は
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
に
古
民
家
再
生
の
専

門
家
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

新
し
い
視
点
で
の
空
き
家
対
策
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
策

定
は
観
光
の
み
な
ら
ず
、
中
学
生

の
自
転
車
通
学
の
安
全
性
を
確
保

す
る
こ
と
も
含
め
て
の
計
画
策
定

を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

　

味
気
な
い
法
令
や
予
算
に「
行

間
」
は
な
い
。
が
、
今
回
の
町
長

の
施
政
方
針
演
説
に
は
、
予
算
数

字
の
説
明
に
終
始
せ
ず
、
十
分
に

行
間
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
、
町

の
新
し
い
年
度
へ
向
け
て
の
施
政

の
姿
勢
が
伝
わ
る
、
心
打
つ
も
の

で
あ
っ
た
。

　

予
算
案
の
数
字
に
、
ま
た
そ
の

行
間
に
命
を
与
え
る
の
は
、
町
長

を
筆
頭
に
職
員
で
あ
り
、
議
員
の

皆
さ
ん
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

手
入
れ
を
怠
る
こ
と
な
く
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

予
算
の
数
字
の
行
間
を
満
た
し

執
行
さ
れ
て
初
め
て
施
政
方
針
が

形
と
な
る
。
限
ら
れ
た
予
算
を
生

か
し
て
い
く
の
は
ヒ
ト
だ
と
思
う
。

皆
が
自
分
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
、
賛
成
す
る
。

横よ
こ
や
ま山

　
貴た

か
こ子

　
議
員

太お
お
た田

　
清き

よ
と人

　
議
員

安あ
さ
と里

　
雅ま

さ
え恵

　
議
員

曽そ
み
や宮

　
良よ

し
ひ
さ壽

　
議
員

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

予
算
を
評
価

財
政
規
律
を
緩
め
ず
に

若
い
世
代
と
の
つ
な
が
り
が

広
が
る
こ
と
に
期
待

予
算
を
生
か
す
の
は
、
ヒ
ト

次回定例会は
６月９日（金）
開会の予定です

傍聴または議会中継でどうぞ
会議録 議会中継

検索は
こちらから

9 討論
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平
山

岡
垣
町
で
は
道
路
に
防
犯
灯
を
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
町
民
か
ら
防
犯
灯
の
設
置

箇
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
ま
す
。
今
後
の
防
犯
灯
設
置
の
計
画
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

町
が
設
置
す
る
防
犯
灯
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

計
画
的
に
交
換
し
、
令
和
６
年
度
ま
で
に
は

完
了
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
幅
員
が
広
く
、
防
犯
灯
の
明
か
り
が
届

き
に
く
い
道
路
に
つ
い
て
、
両
側
の
歩
道
に

新
た
に
防
犯
灯
を
増
設
す
る
取
組
を
進
め
て

お
り
、
こ
の
取
組
も
令
和
６
年
度
ま
で
に
完

了
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
山

近
年
、
自
治
体
が
公
園
な
ど
の
公
共

施
設
や
児
童
生
徒
の
通
学
路
等
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
・
運
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
多
数
の
映
像
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
撮
影
・
記
録
で
き
る
た
め
、

犯
罪
対
策
へ
の
活
用
や
犯
罪
抑
止
効
果
等
が

期
待
で
き
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
中
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
計
画
と
防
犯
対
策
は
。

町
長

町
が
設
置
し
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ

は
、
公
共
施
設
を
中
心
に
１
５
３
台
設
置
し

議員
町長

今
後
の
防
犯
対
策
は

総
合
的
に
取
り
組
む

て
い
ま
す
。
特
に
近
年
で
は
、
死
角
が
多
い

公
園
な
ど
へ
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
警
察
や
地
域
と
連
携
し
た
啓
発

活
動
や
青
パ
ト
車
両
の
貸
出
、
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
者
講
習
会
の
開
催
な
ど
、
地
域
の
み
な

さ
ん
が
防
犯
活
動
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
や
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
も
行
い
、
総
合
的
な
防
犯

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

防犯灯増設に期待

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

こちらから録画
データを視聴でき
ます

ページ 議員氏名 内　　容

10 平山　正法 　１．防犯対策について
◇２．安全対策について

11 曽宮　良壽 　１．協働について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

10町政を問う　一般質問



曽
宮

近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
総
合
計

画
に
う
た
う
協
働
が
毀
損
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
と
あ
わ

せ
て
協
働
を
ど
う
再
興
し
ま
す
か
。
町
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長

社
会
活
動
が
抑
制
、
国
民
の
行
動
が

制
限
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
影
響
は
自
治
区
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
の
地
域
活
動
な
ど

多
岐
に
及
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
行
事
は
中

止
と
な
り
、
対
面
で
の
交
流
は
も
と
よ
り
人

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
い
も
の
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に
は

協
働
の
力
は
不
可
欠
で
す
。
現
時
点
で
は
活

動
再
開
に
よ
り
徐
々
に
取
り
戻
す
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
住
民
の
意
識
変
化
等
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
様
々
な
情
報
を
発
信
し
、
活
動
に

参
加
で
き
る
機
会
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
取

り
組
み
ま
す
。

曽
宮

協
働
の
基
盤
と
な
る
社
会
教
育
に
つ

い
て
は
、
今
後
ど
う
取
り
組
ま
れ
ま
す
か
。

教
育
長

社
会
教
育
活
動
は
、
一
人
一
人
の

学
び
に
よ
り
人
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
、
そ
の

議員
町長

協
働
を
ど
う
再
興
す
る

情
報
発
信
・
活
動
へ
の
参
加
機
会
を

広
げ
る人

た
ち
の
活
動
が
絆
づ
く
り
と
な
り
地
域
が

活
性
化
す
る
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
成
果
を
は
か
る
こ
と
は
困
難
で
、
答
え
が

出
る
ま
で
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
小
さ
な
事

業
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
の

学
び
を
通
じ
、
人
々
が
集
え
る
き
っ
か
け
や

場
所
・
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
「
人
づ
く

り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
に

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
が
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

曽
そ

宮
みや

　良
よし

壽
ひさ

 議員

皆で協働・松葉かき

功 労 者 表 彰
　曽宮良壽議員の27年にわたる
議員活動が認められ、全国町村
議会議長会から功労者表彰を受
けられました。

町政を問う　一般質問

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。

日　　時 委員会等 議　　題

１月13日 総務産業 地方創生について

１月16日 議会運営 第１回臨時会運営

１月19日 第１回臨時会（１日間） 本会議・総務産業常任委員会・
連合審査会・全員協議会

１月20日 文教厚生 福祉について

２月16日 議会運営 第１回定例会運営

３月 １日
～ 17日 第１回定例会（17日間） 本会議・一般質問・委員会・

全員協議会
３月30日
４月 ５日 議会広報 議会だより編集

11

議 会 の 動 き



Ｑ　�お恥ずかしい話ですが、いこいの里にこういう空間
があると知りませんでした。いつごろから活動され
ているのですか。

Ａ　�平成 10 年４月に運営を開始し、25 年になります。社
会福祉協議会の呼びかけで、手製のおもちゃを作る研
修会に参加したことから、この会がスタートしました。

Ｑ　どのような方が利用されていますか。
Ａ　�主に障害児（者）を対象としていますので、施設の

方が子どもたちを連れてこられ、多い時には 30 人
くらいが利用されます。

Ｑ　一般の方が利用するにはどうしたらいいですか。
Ａ　�第 1・第 3 木曜日は障害の有無にかかわらず、０～

３歳児であれば保護者同伴で利用できます。利用さ
れている一般の方々は大体 10 人くらいですが、口
コミで利用者も増えています。ハローデイにＰＲの
チラシを掲示したり、いこいの里で行われる小児健
診時などに案内しています。

Ｑ　�活動されて楽しいことやご苦労などをお聞かせくだ
さい。

Ａ　�苦労ではありませんが、開設時に立ち上げから開館
まで 1 か月と非常に時間がなく、突貫でおもちゃ
を作ったことです。今となってはいい思い出です。
楽しいことは、若いママや子どもたちと接している
と、元気がもらえることです。子どもたちは夢中に
なって遊ぶので、帰る時間になると、泣いて「まだ
遊びたい、帰らない」という子もいます。そんなに
喜んでいただいて、「やっててよかった」と思います。

Ｑ　町や議会、住民に望むことはありますか。
Ａ　�私たちも高齢化が進んでおり、たんぽぽの会が縮小

していることです。ボランティアに参加していただ
ける若い方々が必要と感じています。また、いこい
の里は、高齢で車を使えない我々会員には不便で、
活動時間に合わせた公共交通を増便していただきた
いです。

食べたくなるようなおもちゃ

いこいの里にあるおもちゃ図書館には、小さな子どもが喜ぶおもちゃがた
くさんあるよ！この輪に参加したい人は連絡してね。
� 岡垣町社会福祉協議会：TEL 283-2940（担当 / 足立）

ちちいきのいきのちちからから
団体紹介：第13回

～遊びにおいでよ、おもちゃ図書館へ～
（岡垣町おもちゃ図書館たんぽぽの会）

びわりんびわすけの

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容、町や議会への要望などを取材しています。

　いこいの里、お風呂の奥を訪ねると、「おもちゃ
図書館」があります。そこには、岡垣町おもちゃ図
書館たんぽぽの会の皆さんによる手作りの秀逸な
おもちゃ・布製の絵本などが用意されてある素敵
な空間です。たくさんのおもちゃで遊んだり借りた
りすることができます。運営されている「たんぽ
ぽの会」の皆さんに話を伺いました。

ここでおもちゃを作ることはもちろん、
会員同士の会話が楽しみ
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12岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ

いこいの里おもちゃ図書館
▶内　　容 館内でおもちゃで遊ぶ、借り入れができる
▶場　　所 いこいの里　ふれあい館
▶開館日時と
　対象者

①�毎週木曜日（第5木曜日は除く）・
　第２土曜日　※祝日の場合は休館　障害児（者）
②�第１・３木曜日　障害の有無にかかわらず
保護者同伴の０～３歳児


